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フィリア
 Facts Phelia Sensei

フィリア先生の真実

● I feel isolated and sometimes cry myself to sleep because I am not 

invited to experience Japanese culture. Living in Japan has not been easy.

　寝ている間に泣いていたり、寂しくなることが時々あります。日本の文化をもっともっと経験

したいのですが、なかなか招待してもらえないからだと思います。日本の生活は簡単ではないで

すね。

● I realized that I can never live in a place where I do not feel welcome.

 　歓迎されていないと感じる場所に住むのは無理だと気付きました。

● I was a volunteer track & field coach for 7years for children ages 7-18.

　７歳から 18 歳対象の陸上部で７年間コーチをしていました。

● In 1998, I was the 400 meter conference champion in my college division. This was 

after running track for 3yrs. I began running track in college.

　1998 年、大学の大会にて、400 メートル走で優勝しました。しかも大学になってから陸上を

始めたので、３年目での優勝でした。

● I will go to the 2012 Olympic Games in London with my sisters

　2012 年のロンドンオリンピックに、姉妹で観に行きます！

● My blood type is O.  血液型はＯ型です。

● In 2000, I had surgery to give my older brother (Boston) one of my kidneys because 

both his kidneys stopped working. Now I have only one kidney.

　2000 年に、兄のボストンに腎臓を移植しました。腎臓の機能が停止してしまったのです。

というわけで、私には腎臓が一つしかありません。

  

● I will present a workshop called “Kokeshi Dolls From Around the World” on

　私は、仙台のアート＆カルチャーで「世界のこけし」というワークショップを開きます。４月

17 日の 12 時からです。 

Saturday, April 17th at 12:00 in Sendai at the Miyagi Arts & Culture. I will teach about 

the history of kokeshi dolls and

　こけしの歴史を教えたり、来場してくれた人に、その国にちなんだこけしをつくってもら

 everyone will make their own kokeshi dolls to represent their culture.

う予定です。入場無料です。

 All workshops will be in Japanese and English. Will you come and support me?

　ワークショップは日本語と英語で進めます。ぜひお越しください！！

 This is a picture of my brother Boston and me. 
It was taken in July 2008 at my farewell party 
before coming to Japan.
　兄と私です。2008 年の７月、私が日本に来るときに、
パーティーを開いてもらったときの写真です。
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平成 22年度　公民館事業がスタートします

　昨年度中は公民館事業にご協力いただきありがとうございました。平成２２年度も

生涯学習を積極的に進めてまいりますので、皆様のアイディアや実施してみたい事業

がありましたら是非お声がけをお願いします。特に地区ぐるみ講座では皆様の声をド

ンドン反映させたいと思います。

　各事業の詳しい内容は、広報しちかしゅく等に掲載します。楽しく生涯学習ができ

るよう工夫いたしますのでどうぞご参加下さい。

１年間学んだ豊齢者大学閉校式

　３月１６日、活性化センターで豊齢者大学の閉校式が行

われました。講座の５回目となった当日は、城まさお氏を

講師に迎え、ユーモアたっぷりのトークとスコップ三味線

の奏でる音を楽しんだひとときでした。閉校式では、各地

区の受講生代表が修了証書を受け取り、受講生は、今年度

に引き続き来年度も受講を楽しみにしていました。

シリーズ 町の文化財

　関太神楽の発祥は明治２７年前後で、伏黒で（現在の福島県伊

達市）盛んに行われていた伏黒神楽より七ヶ宿巡業の折に指導を

受けたものと思われます。当時は、三味線・鐘・笛・太鼓などの

演奏で、踊りも獅子舞・鳥刺し舞・万歳・ひょっとこ踊り・おか

め踊り等が踊られていました。その後３０年間にわたり、七ヶ

宿の人々を楽しませてきたのですが、後継者の加入がなく大正

１２．３年頃には自然消滅してしまいました。

　現在の関太神楽は、昭和６０年頃に同じく伏黒神楽の影響を受

けたという、丸森の青葉神楽に指導を受けて復活したものです。

無形民俗文化財　関太神楽（関地区）

歴史学講座修了

　３月 17 日、春のなごり雪が降るなか、水と歴

史の館主催第３回歴史学講座で愛姫の誕生の地、

福島県三春町を訪れました。19 名の受講生で三

春町郷土資料館を見学し、学芸員から説明を受け

ながら館内を見学しました。次に愛姫生家である

田村家３代の菩提寺、福聚寺を墓参しました。境

内には紅梅が咲き、芥川賞作家でもある住職に田

村家にまつわるお話しをいただきました。最後

に最近開館した「日本昔きもの美術館」を見学し

ました。受講生の皆さ

んは大変有意義な講座

だったと大満足してい

ました。お疲れ様でした。

すばらしい七ヶ宿を創る
協議会からお知らせ

　３月１日にすばらしいみやぎを創る運

動仙南地方連絡協議会から運動推進功績

者団体の部で湯原地区雪害防止対策本部

が表彰されました。湯原地区では、80

歳以上の高齢者世帯に無償で除排雪作業

を行い、安全で

安心な暮らしを

支援しています。

おめでとうござ

います。

民俗芸能の祭典 in せんなん
（3/14 開催）で発表

▲福聚寺境内にて


